
浪 江 町 の み な さ ん へ
人・農地プラン(地域計画※)のご紹介

５年先、10年先の地区の農地を
だれが、どうやって守っていくのか、
話し合っていきましょう。

◆ 自分は、あと何年農業を続けていけるかな
◆ この先、耕作をやめてしまう仲間が増えていきそうだな
◆ いざという時、だれか農地を引き受けてくれる人はいるのかな
◆ 全国的な課題で、浪江町でも例外ではありません

浪江町、浪江町農業委員会、ＪＡ福島さくら、双葉農業普及所、官民合同チーム、福島県農業振興公社

川添北地区 座談会

※令和5年度から『地域計画』という名前に変わります
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✿地区の話合いを活性化するため「浪江町、浪江町農業委員会、ＪＡ福島さくら、
双葉農業普及所、官民合同チーム、福島県農業振興公社」などが一体となって、
今後の担い手等の課題解決に向け 「人・農地プラン(地域計画)」 を推進して
います。

✿みなさんの地区でも、話合いを行いたいとお考えの際には、浪江町役場 農林水
産課農政係にお尋ねください(0240-34-0245)。また、お近くの農業委員さん、
農地利用最適化推進委員さんにもご相談ください✿

①人・農地プランで活発に取り組んでいる地区への支援
②人・農地プランで将来の農地利用を担う経営体への支援

①地区を対象とする支援
・強い農業・担い手づくり総合支援交付金のうち産地基幹施設等支援タイプ
・機構集積協力金のうち地域集積協力金

②地区の将来の農地利用を担う経営体を対象とする支援
・強い農業・担い手づくり総合支援交付金のうち先進的農業経営確立支援タイプ及び地域担い手育成支援タイプ
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）
・農業経営基盤強化資金利子助成金等交付事業、担い手経営発展支援金融対策事業
（スーパーL資金金利負担軽減措置）

・機構集積協力金のうち農地整備・集約協力金（農地耕作条件改善事業の実施地区）

✿「人・農地プラン(地域計画)」を策定した地区やその地区で将来の
農地利用を担う経営体の方には、いろいろな支援があります。

【人・農地プラン(地域計画)とは︖】
✿農業者の年齢と後継者の有無等をアンケートで確認。
（対象地区内の耕地面積の少なくとも過半をカバー）

✿これを地図化し、５〜10年後に
後継者がいない農地の面積を「見える化」。

✿これを基に、農業者、市町村、ＪＡ、農業委員会、
普及所等の関係者が徹底した話合いを行い、
５〜10年後の農地利用を担う経営体の在り方を
決めていく。

✿農業者の皆さんの話合いが盛り上がるように「浪江町・農業委員会・ＪＡ・双葉農業
普及所・官民合同チーム・福島県農業振興公社」も参加・協力しながら、地図やデータ
の提供、アドバイスや各種補助事業の説明を行うなど、連携してサポートします。

地図を見ながら
話し合うと、
盛り上がるよ

加倉地区 座談会
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